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■はじめに
　平成22年3月23日、小林市と野尻町が合併して、新しい「小林市」が誕生
します。小林市役所が本庁となり、旧野尻町役場は総合支所として野尻庁舎と
なります。また、住民自治の強化や行政と住民との協働の推進などを目的に、
合併前の野尻町の地域に合併新法による地域自治区が、合併の日から平成28
年3月31日まで約6年間設置されます。地域自治区には野尻町区の住民から選
出された委員で構成する地域協議会と、合併の日から2年間に限り特別職の区
長が置かれます。
　このため野尻庁舎では、従来どおりの住民の皆さんの生活に関連する業務や
地域振興に関する業務と、地域協議会の運営に関する事務を併せて行っていく
ことになります。この「暮らしの便利帳」は、市役所の身近な手続きや公共施
設などの情報を皆さんにお知らせするために作成したものです。身近なところ
に置いていただきご活用ください。

■まちのあゆみ
明治22年 5 月 1 日  町村制施行、五日町・十日町・細野村・真方村・東方

村・水流迫村・堤村・北西方村・南西方村の2町7村
が合併し「小林村」誕生、「須木村」誕生

  紙屋村・東麓村・三ヶ野山村が合併し「野尻村」誕生
大正元年11月 5 日  「小林町」誕生
昭和23年 4 月 1 日  大字紙屋が「紙屋村」として分立
昭和25年 4 月 1 日  「小林市」市制施行
昭和30年 2 月11日  野尻村と紙屋村が新設合併し「野尻町」誕生
平成18年 3 月20日  小林市と須木村が新設合併し新「小林市」誕生
平成22年 3 月23日  小林市と野尻町が編入合併し新「小林市」誕生

■位置・地勢
　小林市は、南九州の中央部及び宮崎県の南西部に位置し、北部は西米良村、
熊本県多良木町、東部は宮崎市、綾町、南部は高原町、都城市、鹿児島県霧島
市、西部はえびの市、熊本県あさぎり町と接しています。南西部には霧島連山、
北部には九州山地の山岳が連なり、地形的には、霧島火山帯のカルデラ地帯
が陥没してできた台地となっており、市街地の中心部も標高約200mとなって
います。面積は563.09㎢で宮崎県の7.3％を占めています。気候は、夏暑く、
冬は冷え込む内陸型の温暖多雨地域に属していて、年平均気温は約16度、年
平均降水量は2,600㎜を超え、また、昼夜の気温差や夏と冬の寒暖差が大きい
ことから、霧の発生が多くなっています。
　国道221号、265号、268号及び宮崎自動車道などの広域交通網が小林市
を中心に放射状に整備され、宮崎市、鹿児島市、熊本市などの地方中核都市と
連絡しています。また、鉄道は、日豊本線に接続する都城と肥薩線に接続する
吉松を結ぶ61.6㎞のＪＲ吉都線が市内を通っており、主に通学の手段として
利用されています。

■人口・世帯数
　人口　49,820人、世帯数19,023世帯（平成17年国勢調査）

◆市の花　「コスモス」 

◆市の花木　「桜」

◆市の木　「モミ」

◆市の鳥　「あおばと」

◆市の昆虫　「蛍」
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■メロンフェア　5月下旬
みやざきブランド『めろめろメロン』
(白肉・赤肉）約30,000個を市価よりも
安い価格で販売します。また、会場か
ら直接全国各地への発送も可能です。
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※表示イベントは紙面の関係上、
各地区の代表的なイベントの抜
粋になります。
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